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平成31年度組織・機構概要説明

平成３１年度は、一部組織体制を改編するなど増大する事務事業に対応しつつ、「第５期恵庭市総合計画」や「恵庭市総

合戦略」を推進し、市の重点施策の実現を効率よく推進することのできる体制としました。 

平成３１年度は、前年度に２４名の退職（定年退職１２名、自己都合退職１２名）があり、第２次定員管理計画に基づい

た職員採用を行い、定員管理上の職員数は５３６名となります。（平成３０年度職員数５３１名） 

主要な内容（組織）

● 組織全体では、室の新設や課の統合を行い、効率的・機能的な行政運営を図る体制としております。また、職階バラン

スの適正化を図るため、前年度に引き続き全庁的に主査職ポストを削減し、スタッフ職への置き換えを行っております。 

● 総務部では、システム管理の効率化を図るため情報システム課を総務課に統合しました。また、管財課と契約課の統合

を行い「管財・契約課」とし、機能的な業務運営を行います。 

● 企画振興部では、市制施行50周年の各種事業を統括的に行うため、「50周年事業室」を新設しました。また、市史編さ

ん業務を強化するため、広報課に主幹職を配置しました。さっぽろ連携中枢都市圏における圏域内市町村職員の交流の

取組みとして、スタッフ職1名を札幌市に派遣します。

● 生活環境部では、市民活動センターのＮＰＯ法人化により市民活動業務を移管したため市民活動推進課を廃止し、地域

担当制事業等を生活安全課に統合させ、「市民生活課」と名称変更を行いました。また、焼却施設の運用開始に向けて、

計画調整課に主幹職を配置しました。

● 教育部では、教育施設の建て替え等に対応するため、「施設整備室」を新設し、そこに「教育施設課」を設置しました。

また、学校教育課を教育総務課に統合しました。



● 消防本部・署では、救急隊員の指導育成のため本部に設置していた「救急高度化主幹」を「救急指令主幹」とし消防署

に移管しました。

異動に際しては、関係各部との組織・機構に対するヒアリングや人事異動ガイドラインに基づき、職員の意向調査の実施と

各所属長と異動対象職員との面談を行いながら、職員の意識向上、適材適所の職員配置に努めたところであります。 

 今回の異動者総数は２６７名となり、昇任者数は部長級５名、次長級６名、課長級７名、主査級１１名の計２９名となりま

す。なお、平成３１年度の組織において女性管理職は９名であり、管理職に占める女性割合は９．４％となります。 



職員数の内訳 

（ ）内は道派遣職員を除いた人数 

職 名 平成３０年度職員数 平成３１年度職員数 異動者数 内昇任者数 備    考 

正

職

員 

部 長 級 
１１名

(１０名)

１１名

(１０名)
９名 ５名

次 長 級 ２０名 ２０名 ７名 ６名

課 長 級 
６８名

(６７名)

６５名

(６４名)
２７名 ７名

主 査 級 １５３名 １５１名 ７３名 １１名

スタッフ ２７７名 ２８４名 １１２名
新規採用 

２６名 

計
５２９名

(５２７名)

５３１名

(５２９名)
２２８名 ２９名

再

任

用 

次長級 ３名 ５名 ５名

課長級 ５名 ７名 ７名

主査級 ７名 ６名 ６名

スタッフ ３１名 ２１名 ２１名

計 ４６名 ３９名 ３９名

合計
５７５名

(５７３名)

５７０名

(５６８名)
２６７名






